
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
六
回 

日

本

食

文

化

賞 

表
彰
・
顕
彰
式
典 

並
び
に 

懇
親
祝
賀
会 

一
般
社
団
法
人
日
本
食
文
化
協
会 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
四
時 

日
本
外
国
特
派
員
協
会
（
東
京
都
千
代
田
区
） 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

君

が

代

は

 

千

代

に

八

千

代

に

 

さ

ざ

れ

石

の

 

い

わ

お

と

な

り

て

 
こ

け

の

む

す

ま

で

 
  

 

「国
家
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
」（平
成
十
一
年
八
月
十
三
日 

公
布
、
即
日
施
行
）で
国
旗
は
日
章
旗
、
国
歌
は
君
が
代
と
制
定
さ
れ
た
。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご

挨

拶 
日
本
の
食
文
化
の
原
点
は
、
相
手
に
対
す
る
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

そ
の
象
徴
は
、
神
宮
で
毎
日
朝
夕
の
神
饌
を
お
供
え
す
る
お
祭
り
で
あ
り
、
家
庭
の
神
棚
や
仏
壇
へ
の
お
供

え
や
食
前
食
後
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
言
葉
で
す
。 

私
た
ち
の
祖
先
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
な
「
食
」
を
通
じ
て
万
物
の
恵
み
に
対
す
る
「
感
謝
の

こ
こ
ろ
」
の
大
切
さ
、
相
手
に
対
す
る｢

思
い
や
り｣

、
「
尊
敬｣

と
「
謙
譲
」
を
内
在
す
る
食
文
化
を
作
り
上

げ
仕
来
り
や
習
慣
で
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。 

先
人
た
ち
は
私
た
ち
に
自
然
や
相
手
に
対
す
る｢

感
謝
の
こ
こ
ろ｣

を
日
々
忘
れ
ず
に
生
き
る
こ
と
が
「
幸
福

な
人
生
」
を
お
く
れ
る
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

当
協
会
は
、
四
季
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
美
意
識
が
あ
る
日
本
の
食
文
化
の
原
点
の

啓
蒙
を
「
日
本
食
文
化
検
定 

通
信
教
育
講
座
」
を
通
じ
て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
日
本
の
食
文
化
の
伝
承
と
啓
蒙
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
、
企
業
・

団
体
を
表
彰
・
顕
彰
し
日
本
食
文
化
賞
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。 

理
事
長 

小
俣
日
出
郎 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式

次

第 

式
典
進
行 

聖
心
女
子
大
学
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会 

演

奏 

セ

シ

リ

ア

四

重

奏

楽

団 

一 

開

会

の

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実

行

委

員

長 
 

伊
佐
ミ
ル
ト
ン 

ニ 

表

彰

状

授

与 
 

受

賞

者

紹

介 

三 

来

賓

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参

議

院

議

員 
 

山

東

昭

子 

 

来

賓

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 

匠-

日
本
の
技 

代
表
理
事
・
元
文
化
庁
長
官 

 

近

藤

誠

一 

 

来

賓

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
京
家
政
学
院
大
学 

名

誉

教

授 
 

江

原

絢

子 

四 

四

重

奏

演

奏 

五 

乾

杯 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミ

ス

日

本

酒 
 

須

藤

亜

沙

実 

六 

会

食

・

歓

談

・

集

合

写

真 

七 

和

食

ク

イ

ズ 

八 

閉

会

の

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

理

事

長 
 

小

俣

日

出

郎 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
名

工

賞
】 

㈱
柿
安
本
店 

銀
座
別
邸 

村

石

浩

司 

東
京
都
中
央
区
銀
座 

三
重
県
桑
名
市
で
１
４
０
年
以
上
続
く
老
舗
料
亭
「
柿
安
」
の

料
理
長
。
日
本
料
理
の
真
髄
を
極
め
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
最
高

級
の
松
坂
牛
を
多
彩
な
調
理
法
で
調
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
料
理

人
の
育
成
指
導
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
日
本
料
理
の
真
髄
を
伝
授

し
て
い
る
。 

【
日
本
食
文
化
賞
】 

名

倉

由

桂 

出
身
地 

愛
知
県 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、N

H
K

大
津
放
送
局
・
静
岡
第
一
テ
レ

ビ
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
食
に
関
す
る
番
組
に
数
多
く
関
わ

り
、
食
に
関
す
る
学
習
と
知
識
を
研
鑽
し
日
本
食
文
化
検
定
、
味

噌
ソ
ム
リ
エ
、
サ
カ
ナ
検
定
な
ど
食
関
係
の
資
格
を
数
多
く
取
得

す
る
だ
け
で
は
な
く
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
高
齢
障
害
者
施
設
で

の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
。 

 

日
本
食
文
化
検
定 

（
通
信
教
育
講
座
課
程
） 

【
最

優

秀

賞
】 

 
 
 

渕

沢

明

子 

カ
ナ
ダ
在
住  

【
優

秀

賞
】 

 
 
 

斉

藤

み

ゆ

き 

熊
本
県 

【
優

秀

賞
】 

 
 
 

五

十

嵐

孝

介 

新
潟
県 

表

彰

・

顕

彰

者 

一

覧 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
一 

神
社
の
神
に
供
え
る
食
事
の
こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
。 

①
仏ぶ

つ

供く 

②
神
饌

し
ん
せ
ん 

③
御
神
酒

お

み

き 

④
御
供

お
そ
な
え 

問
二 

米
を
主
食
と
す
る
日
本
独
特
の
食
べ
方
の
習
慣
は
次
の
内

ど
れ
で
す
か 

①
混
ぜ
ご
飯 

 
 

②
口
中
調
味 

③
ぶ
っ
か
け
飯 

 

④
一
汁
三
菜 

問
三 

次
の
う
ち
三さ

ん

真し
ん

で
は
な
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。 

①
切
り
方 

②
揚
げ
方 

③
盛
り
方 

④
色
組 

問
四 

６
７
５
年
に
肉
食
禁
止
令
を
発
布
し
た
天
皇
は
誰
で
す
か
。 

①
景
行
天
皇 

 

②
天
武
天
皇 

③
聖
武
天
皇 

 

④
光
孝
天
皇 

問
五 

五
行
説
が
、
日
本
料
理
で
味
、
色
彩
、
調
理
法
の
三
つ
に
大 

 
 
 

き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
。  

①
三
味
・
四
色
・
五
法 

 

②
五
味
・
四
色
・
五
法 

③
三
味
・
五
色
・
五
法 

 

④
五
味
・
五
色
・
五
法 

問
六 

茶
事
の
席
で
、
客
を
正
式
に
も
て
な
す
料
理
の
こ
と
を
何
と 

い
い
ま
す
か
。 

①
本
膳
料
理 

 

②
普
茶
料
理 

③
精
進
料
理 

 

④
懐
石
料
理 

 

検

定

試

験

問

題 
私
た
ち
日
本
人
は
物
心
つ
い
た
時
か
ら
日
本
語
を
話
し
、

米
を
主
食
と
し
て
食
べ
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
話
す
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も
あ
ま
り
に

も
日
常
的
な
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
流
儀
の
話
し
方
、

食
べ
方
を
続
け
て
し
ま
い
、
そ
の
乱
雑
さ
が
癖
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
大
人
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

相
手
と
心
を
気
持
ち
よ
く
通
わ
せ
る
た
め
に
も
、
日
本
固

有
の
文
化
で
築
か
れ
引
き
継
が
れ
て
き
た
美
意
識
の
あ
る

食
文
化
の
知
識
と
理
解
が
必
要
で
す
。 

そ
こ
で
当
協
会
で
は
次
の
こ
と
を
目
標
に
日
本
食
文
化

検
定
を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。 

・
日
本
食
文
化
の
伝
承 

・
豊
か
で
安
全
な
食
生
活 

・
思
い
や
り
の
あ
る
健
全
な
精
神
の
育
成 

こ
の
講
座
を
通
じ
て
「
日
本
料
理
の
原
点
」、「
陰
陽
五
行

を
基
と
す
る
日
本
料
理
の
基
本
」、「
作
法
」、「
食
の
安
全
」

な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
、
美
し
い
日
本
の
食
文
化
を
子
孫
へ

と
伝
承
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

日
本
食
文
化
検
定 

通
信
教
育
講
座 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 

問
五 

④ 五
味 

甘
、
辛
、
酸
、
鹹か

ん

（
塩
）、
苦(

に
が
み) 

こ
の
五
味
を
入
れ
る
こ
と
で
味
が
広
が
る
。 

五
色 

白
（
秋
）
、
黒
（
冬
と
四
季
）、 

赤
（
夏
）
、
青
（
春
）、
黄
（
土
用
） 

器
に
五
色
を
彩
る
こ
と
で
季
節
を
表
現
し
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
。 

五
法 

生
、
焼
く
、
煮
る
、
蒸
す
、
揚
げ
る 

日
本
料
理
は
こ
の
料
理
法
で
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
。 

問
六 

④ 一
汁
三
菜
（
汁
、
向
付
・
煮
物
・
焼
き
物
の
三
種
の 

菜
）
を
基
本
と
し
濃
茶
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
た
め 

の
軽
い
食
事
で
、
本
来
は
茶
事
の
亭
主
が
自
ら
料
理 

し
給
仕
し
て
も
て
な
し
た
。
茶
懐
石
と
も
呼
ば
れ
る
。 

 〔
懐
石
の
名
前
の
由
来
〕
禅
宗
が
隆
盛
だ
っ
た
鎌
倉
時
代
の
禅 

寺
の
戒
律
は
厳
し
く
、
午
後
の
食
事
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。 

そ
こ
で
温
石
（
焼
い
た
石
を
布
な
ど
で
く
る
ん
だ
も
の
）
を 

懐
に
入
れ
空
腹
や
寒
さ
を
し
の
い
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
時 

し
の
ぎ
の
軽
い
料
理
を
「
懐
石
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

問
一 

② 神
社
の
神
様
に
お
供
え
す
る
も
の
が
神
饌
、 

仏
様
に
お
供
え
す
る
も
の
が
仏
供
で
あ
る
。 

問
二 

② ご
飯
と
お
好
み
の
お
か
ず
を
一
緒
に
口
の
中
に
入

れ
て
よ
く
噛
む
と
口
の
中
で
ご
飯
と
お
か
ず
が
混

ざ
り
合
い
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

問
三 

② 三
真
を
一
言
で
い
え
ば
「
切
り
方
」、
「
盛
り
方
」
、 

「
色
組
」
の
応
用
を
指
す
も
の
で
あ
り
陰
陽
道
と 

五
行
説
の
思
想
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

問
四 

② 

 
 
 

天
武
天
皇
は
仏
教
の
立
場
か
ら
狩
猟
を
禁
じ
た
。 

ま
た
、
農
耕
期
間
の
四
月
か
ら
九
月
の
間
、
牛
、
馬
、

犬
、
サ
ル
、
鶏
を
食
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。 

明
治
時
代
の
文
明
開
化
で
肉
食
が
奨
励
さ
れ
明
治
天
皇

が
初
め
て
牛
肉
を
食
し
た
の
は
明
治
五
年
で
あ
る
。 



 

 
 
 
 
 
 

 

一般社団法人 日 本 食 文 化 協 会 
東京都千代田区丸の内２丁目３番地２号 郵船ビルディング１階 

info@syokubunken.jp 

【
協 

賛
・
協 

力
】 

株
式
会
社
日
本
食
文
化
検
定
協
会 

株
式
会
社
東
京
ベ
イ
ホ
テ
ル
ズ 

フ
ァ
ー
ス
ト
花
壇 

中
川
ワ
イ
ン
株
式
会
社 

増
田
徳
兵
衛
商
店
株
式
会
社 

池
島
フ
ー
ズ
株
式
会
社 

株
式
会
社
ゴ
マ
ヤ 

懐
食
み
ち
ば 

 

道
場

六

三
郎 

青
華
こ
ば
や
し 

小

林

雄

二 

一
般
社
団
法
人
ミ
ス
日
本
酒 

2018 M
iss Sake 

須
藤

亜

沙
実 

聖
心
女
子
大
学
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会 

セ
シ
リ
ア
四
重
奏
楽
団 

恒

屋

梢

海 

藤

澤

咲

美 

阿

部

桃

子 

板
垣

く

る
み 

佐

藤

俊

行 

飛

沢

茂

宣 

中
川

誠

一
郎 

増
田

徳

兵
衛 

小
山

内

和
夫 

八

杉

紘

洋 
 
(

順
不
同 

敬
称
省
略) 

【
過

去

の

受

賞

者

の

抜

粋
】 

●
第
一
回 

学

士

会

館 

平
成
二
十
五
年
六
月
三
十
日
（
日
） 

【
日
本
食
文
化
検
定 

最
優
秀
賞
】
北 

明
美 

【
礼
儀
作
法
賞
】
野
平
菱
幸
（
小
笠
原
流
礼
法
）
【
式
庖
丁
賞
】
小
林
正
舟
（
大
草
流
） 

【
日
本
旅
館
賞
】
迎
賓
館
熱
海
小
嵐
亭 

【
中
村
孝
明
賞
】
遠
藤
紀
夫
（
日
本
料
理
さ
が
み
） 

【
食
品
会
社
賞
】
池
島
フ
ー
ズ 

●
第
二
回 

学

士

会

館 

平
成
二
十
六
年
六
月
八
日
（
日
） 

【
日
本
食
文
化
検
定 

最
優
秀
賞
】
市
川
智
子 

【
礼
儀
作
法
賞
】
島
田
洋
子
（
小
笠
原
流
礼
法
） 

【
伝
統
工
芸
賞
】
㈱
百
田
陶
園
（
有
田
焼
） 

【
日
本
料
理
店
賞
】
京
懐
石 

柿 

傳 

●
第
三
回 

霞

会

館 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
六
日
（
月
） 

【
日
本
食
文
化
検
定 

最
優
秀
賞
】
名
倉
由
桂 

【
礼
儀
作
法
賞
】
赤
川
澄
子
（
小
笠
原
流
礼
法
） 

【
伝
統
文
化
賞
】
岡
西
佑
奈
（
書
家
） 

【
伝
統
食
品
賞
】
㈱
高
砂
長
寿
味
噌
本
舗 

【
道
場
六
三
郎
賞
】
佐
藤 

保
（
日
本
料
理
行
庵
） 

【
日
本
料
理
店
賞
】
懐
食
み
ち
ば 

●
第
四
回 

綱
町
三
井
倶
楽
部 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日
（
火
） 

【
日
本
食
文
化
検
定 

最
優
秀
賞
】
福
田
佳
緒
里 

三
角
麻
結(

学
生
部
門)

 

【
礼
儀
作
法
賞
】
喜
多
川
結
羽
（
女
優
） 

【
伝
統
工
芸
賞
】
中
島
克
童
（
陶
芸
家
） 

●
第
五
回 

日
本
外
国
特
派
員
協
会 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
） 

【
日
本
食
文
化
検
定 

特
別
賞
】Gi

ris
ha 

Gow
ada

 

【
生
産
農
家
賞
】
関 

智
晴
・
関
博
之
（
関
家
の
こ
だ
わ
り
米
） 

【
名
工
賞
】
小
林
雄
二
（
青
華
こ
ば
や
し
） 

 


